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長崎リハビリテーション学院 専任講師 末次由佳

喜んで、時には一緒に悩み、全身全霊で

年齢関係なく、人と向き合うことを体験してきました。

また、人と向き合う仕事であると同時に、常に自分

自身とも向き合う仕事でもありました。振り返ると、子

ども達、保護者様達から本当に人間としても成長させ

て頂いたのだと感じます。今度は学生さん達と向き合

い、STの仕事の楽しさややりがいを、自分自身の体

験を通して伝えていきたいと思います。

私は今まで、主に発達分野全般と小児聴覚分野にお

いて、医療・福祉現場に言語聴覚士（ST）として携わって

きました。STになってからずっと臨床現場に尽力してきた

私にとって、ST養成校で教員として働くことは新しい挑戦

となります。しかし、臨床の現場においても、支援の必要

なお子様とそのご家族の方々と向き合うにあたり、専門知

識や技術だけでなく私自身の経験や人間性がとても必

要だと感じていました。本気で向き合い、一緒に楽しみ

「向陽学園本部」

総務課 富永孝一

皆様と共に、向陽学園の更なる発展に向けた課題に

取組める機会を与えて頂き、大変光栄に思います。皆様

ご存じのように全世界で新型コロナウイルスの影響を受け、

鎮火している状況ではあるものの未だに苦境に立たされて

おります。しかし、このような厳しい時こそ「元気」が必要です。

「老人と海」を書いたヘミングウェイは「元気は困難を切り開

く最大の糧」という言葉を残しました。組織とは生き物であ

り、その根底となる私を含め職員全員に元気が無ければ

組織も円滑に機能しないと思います。私は、元気というエ

ネルギーを忘れないようにしたい。そして学園本部総務課

職員としての私の役目は、縁の下の力持ちのような存在で

尚且つ職場を元気にする事、勤務する仲間達が達成感を

持てる仕事を出来るようにする組織系統と環境にしていく

事だと思っております。

宜しくお願いいたします。

「向陽学園本部」

総務課 永石和夫

「若者に学ぶ」

３月に開催された第5回ワールドベースボールクラッシック

での大谷翔平選手など若者の活躍に興奮した。なぜ称賛

されるプレーが出来たのか考えた。その関心の１つが、選手

1人１人の意識だ。大谷選手などは子供の時から「自ら

考えて行動」し、監督やコーチから言われる前に自分の弱

点を克服する練習メニューを自分で考え、着実に実行して

きた。その結果の積み重ねが現在の実力につながった。もう

１つがチーム全体についての関心だ。年齢の違う集団の中

で、先輩が若い選手に技術だけではなく、トレーニング方法

や食事の内容等について教える。その結果、各選手の技

術と意識が「化学反応」を起こし、結果につながった。侍

ジャパンの選手とチーム構成は社会のあり様と同じ。どう

やって作りあげ時代に合わせていくか、侍ジャパンの活躍を

見て自分の生き方の反省とともに考えた。

「向陽学園本部」

総務課 今富芳明

この度、歴史と伝統を誇る向陽学園に本部職員として

着任することができ、大変光栄に思っております。学生の皆

さまや先生方にとって質の高い教育環境を構築・維持でき

るよう、事務部門職員として学園のために尽力してまいりま

す。どうぞよろしくお願いいたします。

「向陽学園本部」

総務課 上里善之

総務支援室にて学園運営についてお手伝いをさせてい

ただくことになりました。間接的にでも、ささやかでも、未来あ

る若い皆さんの役に立てるよう尽力したいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。
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＜シリーズ＞２０２４年「向陽高等学校創立100周年」へ向けて

伊藤ゆづき

私の抱負は、子どもたちから笑顔を引き

出せる先生になることです。

日々の生活の中で「この先生なら大丈夫」と思っても

らえるように、子どもたちに積極的に関わり、耳を傾け、

寄り添える先生になりたいです。

社会人となった今日この日の気持ちを忘れずに、日々

の仕事に励んで参りますので、よろしくお願い致します。

創立100周年記念へのメッセージ（法人・企業様）

こうようようちえん こうようようちえん
溝口 采奈

私は中学校での職場体験を通して幼稚園教諭に

なりたいと思い、向陽高校で保育について学んだあと、

短期大学に進学しました。より深い専門の学びと経験

を経て、幼稚園教諭になることができ、毎日子どもた

ちの色々な感情に触れながら充実した日々を過ごすこ

とができています。私の抱負は、子どもがまた明日も

幼稚園に行きたい、楽しいと思ってもらえるようにする

ことです。一日一日を大切に、子どもの成長を側で支

え、寄り添い、自分自身も成長できるよう一生懸命頑

張っていきます。また、何事も積極的に行動し、少しで

も早く慣れ、関わる方々との信頼関係を築いていきた

いです。そして、夢であった幼稚園教諭になれたことに

誇りと責任、自覚を持ち、自分の言動が子どもに影響

を与えるということを常に意識し、子どもたちと「楽し

い」を共有しながら沢山の笑顔を引き出せる幼稚園

教諭を目指して頑張ります。よろしくお願い致します。

谷崎麗那

小さい頃からの夢であった幼稚園教諭になること

ができ、これから子ども達と一緒に過ごす日々がとて

も楽しみです。少しでも早く子ども達との距離を縮め

るために子どもの気持ちに寄り添い、全力で子どもと

向き合っていきたいと思います。また頼まれた仕事だ

けではなく自分で考えて行動できるよう先輩の先生

方をしっかり観察して勉強していきたいと思います。

毎日笑顔を絶やさず、明るい声かけで子どもからも保

護者からも信頼してもらえるような先生を目指して頑

張ります。

こうようようちえん
森 愛遥

着任後、仕事を通してまずは体調管理をしっかりと

していかなければならないと思いました。保護者対応

など、実習や学校の授業では学べなかったことがたく

さんあります。仕事が始まってからどうしたらいいのか

困ってしまった部分でもありました。子どもたち一人ひ

とりのその日の様子を、保護者の方に話している先生

方の姿を見て、私もお迎えの際に保護者の方にお話

をしなければならないと思いましたが、何を話したらよ

いのかと戸惑ってしまいました。もっと視野を広く持っ

て子どもたちの様子を見ていかなければならないと思

いました。先生方の行動をよく見て、身につけていこう

と思います。わからないことがあったらわからないまま

ではなく質問をして、自ら積極的に責任感を持って行

動していきたいです。

こうようようちえん


